


図　名

署　名

名　称

縮　尺

秋 田 森 林 管 理 署

奥山川橋調査設計業務

種  類

名  称

全幅員

延  長

最小半径

最　急
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平　均

B=4.00m

自動車道2級

L=30.0m 橋長L=20.5m

R= - m
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勾

配

奥山川橋調査設計業務

計 画 線

既設道路

等 高 線

針葉樹林

広葉樹林

水準基標

沢・細流

待避所・車廻し

凡　例

小 班 界

林 班 界

BM.1
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林業作業用施設
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至 国道46号    奥山林道

至 終点

既設 コンクリート側溝

既設 コンクリート側溝

塗膜処理および再塗装

水門

奥
山

川

奥山川橋

L=20.5m

給水管(橋梁添架方式)

大仙市

L=20.5m
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設 計 条 件

LEVEL

R=∞

雪　荷　重

設計水平震度

横断勾配

幅員構成

活　荷　重

斜　　　角

桁長(支間長)

平面線形

床　版

形　式

橋　　　長

縦断勾配

鋼　材

上部工

形　式

鉄　筋

下部工

竣 工 年 次

θ=90°00′00″

形　式
基礎工

単純合成H形鋼桁橋

σck=21N/mm ，σck=18N/mm

2

22

SD30

適 用 基 準

不　明

林道区分

路　線　名

有効 W=4.000m , 総幅 ΣW=4.700m

TL-14

100kg／m2

鉄筋コンクリート床版 t=15cm，σck=21N/mm

SM50Y，SS41，SD30

直接基礎

重力式橋台

鋼道路橋設計示方書（S39.6）(社)日本道路協会

鋼道路橋の合成桁設計施工指針（S40.6）(社)日本道路協会

自動車2級

奥山林道

I=2.0％

L=20.500m

GL=20.400m（20.000m）

1970年11月（昭和45年11月）

復元橋梁一般図

上部工断面図 S=1:30
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側  面  図 S=1:60

復元橋梁一般図（奥山川橋）

秋田森林管理署

奥山川橋調査設計業務

（ 奥山川橋 ）

平  面  図 S=1:60
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注）下部工地中部の形状・寸法は、竣工図書がない

ため推定によるものである。
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補修一般図

上部工断面図 S=1:30
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注）下部工地中部の形状・寸法は、竣工図書がない

ため推定によるものである。
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塗装塗替(支承)

塗装塗替(排水管)

塗装塗替(主桁・横桁)

塗装塗替(排水管)

塗装塗替(支承)

塗装塗替(支承)

塗装塗替(支承)

塗装塗替(支承)

塗装塗替(支承)

塗装塗替(主桁・横桁)

塗装塗替(排水管)

塗装塗替(支承)

塗装塗替(主桁・横桁)



上部工補修図

上部工断面図 S=1:30
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上部工補修図（奥山川橋）

秋田森林管理署

奥山川橋調査設計業務

（ 奥山川橋 ）
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注）下部工地中部の形状・寸法は、竣工図書がない

ため推定によるものである。
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塗装面積表

名　称 塗装面積

合　計

支　承

横　桁

主　桁 100.78m2

10.86m2

0.64m2

113.36m2

使用量

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

塗料名

素地調整

下塗

中塗

塗装工程

4時間以内

600

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗上塗

下塗

防食下地

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

(g/m2)
塗装間隔

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

標準膜厚
(μm)

60

60

30

25

有機ジンクリッチペイント

塗装仕様(Rc-1塗装系)

240

240

170

140

75

1種ケレン（ブラストケレン）

施工フロー

開 始

素地調整

下塗り

下塗り

防食下地

終了

中塗り

上塗り

養生

変性エポキシ樹脂塗料

有機ジンクリッチペイント

ふっ素樹脂塗料

（ブラストケレン）
1種ケレン

塗膜厚調査

塗装概略図

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

有機ジンクリッチペイント

1種ケレン（ブラストケレン）

排水管 1.08m2

塗装塗替(支承)

塗装塗替(排水管)

塗装塗替(主桁・横桁)

塗装塗替(排水管)

塗装塗替(支承)

塗装塗替(支承)

塗装塗替(支承)

塗装塗替(支承)

塗装塗替(支承)

塗装塗替(主桁・横桁)

塗装塗替(排水管)

塗装塗替(支承)

塗装塗替(主桁・横桁)



足場種類 幅(m) 延長(m)

×

面積(m2) 備　　考

【足場面積】

×

4.70

4.70

19.30

19.30

90.7

90.7
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奥山川橋調査設計業務

上部工断面図 S=1:30側  面  図 S=1:60

（ 奥山川橋 ）
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足場工延長 19300

足場工延長 19300

奥山林道 奥山林道

奥山川橋

板張防護・シート張防護・1種ケレン用養生シート

安全ネット
板張防護・シート張防護・1種ケレン用養生シート

ころばし

足場板
安全ネット

たてじ

足場チェーン

4700

4000350 350

4700


